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過去のものとなってしまった古代語の意味記述

歌ことば「橘」「梅」「桜」における関連対の抽出
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従来の見出し語とその解説に加え...

橘
梅
桜

共出現パターンを算出

方法

結果

考察

(igraph形式)

・新編国歌大観CD-ROM版の二十一代集に相当するデータ

材料

・国文学研究資料館編集二十一代集データベース
・新日本古典文学大系本二十一代集に相当する書籍
・新潮日本古典集成の新古今集
・ヴァージニア大学日本語テキストイニシアティブ監修

（新編国歌大観編集委員会 1996）

（中村他 1999）

（小島・新井 1989, 片桐 1990, 小町谷 1990,
　久保田・平田 1994, 川村他1989, 片野・松野 1993）

（久保田 1979）

http://etext.lib.virginia.edu/japanese/

山元（2007）で下記資料を収集
　シソーラスに異なる表記を登録、正規化した

八代集
データベース

八代集
データベース

見出し語 関連語
意味・用法を記述する

語と語の関係概念
語の使われ方や意味・文脈

が推測しやすい

+
関連語・関連対の抽出

関連対の追加

（和歌毎に出現した任意２
　　語の組み合わせパターン）

（無向）エッジの重み

“主役語”

単語単位：同じ文に使われた　≠　連語が成立していた
重複したエッジ：同一語形のため多義語が一義的に扱われてしまう

・連想しやすい関連対よりも間接的な
　関連対が存在する
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ノード

ネットワークコミュニティ検出 橘のネットワーク
・Rでlinkcommを使用
・脇役級の語（脇役語）の抽出
・ノードが２つ以上のコミュニ
　ティに所属できる
・コミュニティ〜クラスター
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桜のネットワーク
Fruchterman-Reingoldレイアウト

梅のネットワーク
Spencer circleレイアウト

可視化からみた問題点

直接的↔間接的

関連対

昔の人を思わせる香り無くなった人を思い

「橘」のリンク コミュニティ デンドログラム（群平均法）
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・和歌の短い文脈において主役語が同時に
　現れない
・関連対と類似対

歌ことば辞典の開発にあたり、従来の「見出し語とその解説」
による記述に加え、「見出し語―関連語」の形式による記述を提案し、
「橘」「梅」「桜」のコミュニティ分析によって、関連対の抽出を⾏い、
それらは実際の和歌において関連した語であることが確認できた。

結論

　　　体系的な違いが
　　ないためaverage
（群平均法）をすべて
の図で使用


